
平成 29 年４月現地情報 

糸魚川駐在 

～漁業就業希望者面談会が開催～ 

 

 15日、上越漁協能生支所会議室で、県漁連主催による漁業就業希望者と乗組員募集

経営体との面談会が開催されました。 

面談会は、糸魚川市内の底曳網、刺網、定置網の求人５経営体と求職者５名が参加

し、求人経営体より仕事内容や雇用条件について説明が行われた後、各ブースに分か

れ、個別面談が行われました。 

糸魚川では３年ぶりに開催された面談会ですが、今回参加した意欲ある求職者の皆

さんが、新規就業者として着業することを期待したいと思います。 

当駐在管内では、ここ数年、漁師になりたいと思っている若者が増えつつある印象

があります。多様な職業がある中で、かつてあった『漁業』のイメージも少し変化し、

漁業への関心もわずかながら高まっているのかもしれません。今後、より一層その魅

力を伝えていくことができるようサポートを行っていきたいと思います。 

 

   

全体説明                個別面談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～ＪＦ上越加工品直売所がオープン～ 

 

 29日に上越漁協が「マリンドリーム能生」のかにや横丁の一角に加工品直売所をオ

ープンしました。今年に入ってから上越漁協加工企画委員会を中心に本格的に検討を

重ね、ゴールデンウィークに合わせて開店にこぎつけることができました。連休中は

委員会メンバーの漁業者も店頭に立ち、県内外から来場された観光客の方々に商品を

売り込みました。 

 鮮魚の販売はありませんが、以前より加工事業に力を入れてきた同漁協の地場産、

高鮮度の魚介類にひと手間加えた、産地ならではの加工品を取り揃えています。商品

は時期によって入れ替わりますが、マダイやマダラ、南蛮エビなどの昆布〆や市内学

校給食でも扱っているフライ用のニギスやすり身、ハタハタの干物なども購入するこ

とができます。 

 皆さんもお近くにいらした際には是非お立ち寄りください。 

 

    

       直売所店内        ショーケース内の商品の一部は試食も可能 



 

平成 29年４月現地情報 
 
 

新潟駐在 
 
 

～巻漁港鮮魚直売所、今年の営業が始まりました～ 

 
１日（土）から巻漁港鮮魚直売所の今年の営業が始まりました。営業はこれまでと同じ毎週土曜

日の午前８時～11時です。この店は、漁師直営の鮮度の良さと、漁師からおいしい食べ方を聞ける

ことが、お客様へのウリになっています。 

当日は、地元で水揚げされたアジやカレイ、イシモチ等が並べられ、チラシの配布やホームペー

ジ※への掲載の効果もあってか、多くのお客様で賑わいました。この日は、初日限定のカニ汁の無

料サービスも行われ、多くのお客様が満足している様子で、まずまずの営業のスタートとなりまし

た。 

営業は 11月までで、時化等で営業しないこともあるので、営業の有無はその前日までにホームペ

ージに掲載しています。 

このような取組を継続することで、地魚ファンが生まれ、そこからより多くの方に巻の魚の良さ

が広がっていくことを期待しています。 
 

※ ホームページ：facebook ページ「新潟漁業協同組合 新潟支所」 

  連絡先：巻漁港 鮮魚直売所 0256-77-2930 

 

   

      巻漁港 鮮魚直売所          facebook ページ（新潟漁協新潟支所） 
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村上駐在 

～三面川にてサケ稚魚放流式開催～ 

 

12 日、三面川鮭産漁協第３ふ化場前において恒例のサケ稚魚放流式が開催されました。肌寒い

天候ではありましたが、地元小学生 165 人の他、県知事や村上市長も参加しました。 

始めに屋内で神事が執り行われたあと、河原に移動し、参加者は小さなバケツに入った稚魚５

万尾を放流しました。放流している児童にインタビューすると「稚魚達が大きく育って、また三

面川に戻ってきてほしいです」と話してくれました。三面川には、毎年 800 万尾以上の稚魚を放

流していますが、そのうち帰ってくるサケは 0.6～1.5％程度です。今後、大海で大きく成長し、

一尾でも多くのサケが村上に帰ってくることを期待しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

放流を待つ稚魚                 放流開始！ 
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佐渡駐在 

～漁業就業希望者面談会を開催～ 

 
 15 日、佐渡水産会館において、県漁連の主催で、漁業就業希望者と乗組員募集経営体との面談会

が開催されました。 

 当日は定置網漁業及びえび篭漁業、カキ養殖業の４経営体と就業希望者４名が参加しました。始

めに各経営体から希望者へ仕事内容や雇用条件についての話があった後、個別面談を行いました。  

どの希望者も熱心に聞き入っており、就業への真剣さが伝わりました。今後は、国の研修事業を

活用し、座学研修、実技研修を受講し、修了後に着業することになります。 

佐渡駐在では円滑な漁業就業に向けた取組を支援すると共に、若い漁師が増え、佐渡の水産業が

より盛り上がっていくことを期待しています。 

 

         全体説明                  個別面談 

 


